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3 .1 1 みんなのたまりばプロ ジェ クト

ス マ トラ沖地震と東日本大震災
～ イン ドネシア ･ アチ ェ の若者たちをむかえて ～

20 1 碑 8 月1 9 日◎1 4 :3 0 ～ 1 7 :0 0
せんだい3 .1 1 メモ リアル交流館



ls n a n Sy afriz a[

ス マ トラ沖地震発災時12 歳 ｡ パン ダ･ アチ ェ 出身､

在住｡ 津波に流され､ あやうく一命を取り留める｡

津波後､ 日本の支援団体｢良′L 市民の 会｣ とア チ ェ

の 支援団体 ｢L ost ⊂hild r e n O p e ratio n(LC O)｣ に よ

り運 営きれて い る 無料 の語学教室 ｢K o g ets u

S⊂h o ol｣ な ど を 支 え る ｢K o g etsu 5 ⊂h o oI

A 5S O ⊂iatio n (K S A) ｣ の メンバ
ー として活動に当たっ

てきた｡ お笑い やモ ノマ ネが好き｡

R a u d h a h Di e R a

スマ トラ沖地震発災時 12 歳｡ パンダ
･ アチェ 郊

外にあるランピラ村出身､ 在住｡ 震災の 日はパン

ダ ･

ア チェ に あるグラン ド ･ モ スクの日曜学習会

に出る予定だっ たが､ 偶然出席しなかっ たために

津波の難を逃れる｡ ラン ピラ村の地元学習支援団

体｢T PM ¶ メンバ
ー

｡
｢ コ

ー

ラン｣ の暗唱大会で数々

の賞を受賞｡

S afria n

スマ トラ沖地震発災時1 4 歳｡ パンダ･ ア チ ェ 出身､

在住｡ 父が地震の後に津波が来ることを矢口っ てい

たために屋上 に避難して難を逃れる｡ ｢ K S A ｣ メ

ンバ ー

｡ 東日本大震災での日本の報道は建物の被

害が中心で被災者の声を拾えて い たの だろうかと

考えている｡ 現在は公務員の仕事のための準備中｡

格闘技が好き｡

声可
地Ⅰ求対話 ラボ

N
M M I X L A 日

特定非営利活動法人地球対話ラボ
インタ

ー

ネ ッ トテ レビ電話などを使 っ て日本と世

界各地をつなぎ､ 顔を見ながら対話する国際交流

や､ iP o d t o u⊂h を使 っ て子どもたちが映像制作
･

発信を行う活動などに取り組んでい る｡ 東松 島市
旧宮戸小学校と協働し､ 2 0 1 3 年からア チェ との

交流事業を行 っ ている｡
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一 般社団法人 M MIX L a b
既成の芸術の枠組みにとらわれず､ 各種メディア

を融合させ､ ア ー トと地域文化を結び創造的芸術

活動を実施｡ 震災以降は､ 津波でねじ曲がっ た公

共物等を残し震災を後世に伝える ｢3 .1 1 メモ リア

ルプロ ジ ェ ク ト｣ や､ 津波が来た地点に桜を植樹

していく｢桜プロジ ェ ク ト｣ を展開している｡ 代表:

村上タカシ｡ h ttp 〟m m ix .o rg/

門脇 蔦
東日本大震災発災時 42 歳 ｡ 仙台市出身､ 在住｡

仙台の仮設住宅でただおしるこを食 べるだけの会
｢お しる こカフ ェ｣ を開催､ 石巻の こ どもたちと

新聞やラジオ番組をつ くるほか､ い ろい ろな人と

震災や戦争､ 伝えたい 思い などをラ ッ プにしてい

る
｡
スマ トラ沖地震1 2 周年にあたる201 6 年1 2 月､

バン ダ ･

ア チェ で地元の若者たちとア ー ト ･ プロ

ジェ クトを実施予定｡




